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「スポーツのまち さいたま」の実現に向け、

さいたま市記念総合体育館にネーミングライツ（施設命名権）を導入します

 さいたま市では、自主財源の確保並びに「スポーツのまち さいたま」の実現を目

指し、さいたま市記念総合体育館について、ネーミングライツの導入を進めてきまし

た。

このたび、ネーミングライツパートナーとなる企業を公募した結果、「サイデン化学

株式会社」に決定し、基本合意に至ることとなりました。

１ ネーミングライツによる名称

  サイデン化学アリーナ

２ ネーミングライツパートナーの概要

  サイデン化学株式会社（SAIDEN CHEMICAL INDUTRY CO . , LTD）
  東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号（新日本橋ビル）

  その他の企業概要は別紙１のとおり

３ 導入予定期間

  平成２９年１０月１日から平成３５年３月３１日までの５年６か月

４ ネーミングライツ料

  年額４００万円〔総額２２００万円〕（消費税及び地方消費税別途）

５ さいたま市記念総合体育館の概要

  別紙２のとおり

６ 基本合意書調印式

日時 平成２９年７月１４日（金） 午前１０時４０分から（予定）

場所 さいたま市役所本庁舎４階 政策会議室（予定）

議題１



アクリル樹脂では、80 年以上の技

術の蓄積があります。研究所は、約

100 名体制で各用途に対する反応処

方・評価方法・スケールアップ技術・

分析技術のレベルアップを行ってい

ます。また絶えず新しい分野へ挑戦す

る開発指向であり、粘着剤においては

従来は紙用だけであったが、最近は液

晶ディスプレイ用の粘着剤の開発を

重視しています。 

 さいたま市内に主力工場及び研究所

を擁し、工業用資材として接着剤、粘

着剤、塗料用樹脂、コーティング剤、

バインダー（結合剤）の製造販売を行

っています。製品は主に水系エマルシ

ョン型と溶剤型があります。また汎用

品の開発以上に各お客様毎にジャスト

フィットした製品の開発を基本方針と

し、共同開発を積極的に行っています。 

 工場は、少量多品種の製品から大量

生産まで対応できる体制をとってお

り、年間の生産能力は 17 万トンを有し

ています。 

あなたの身近にあるサイデン化学の技術 
 スマートフォン、タブレット、液晶テレビなどに使用される材料として当社の粘着剤が使用されてい

ます。普段見かける「お弁当・おにぎりの値札」｢菓子パン・缶ジュースの応募ラベル」なども粘着剤

が使用されており、生活を支える身近な存在として当社の技術が活かされています。 

また、近年官公庁や金融機関などから送付されてくる圧着された「はがき」があります。剥離面の接 

着剤として当社の製品が使用されています。一度剥がすと再びつけることが出来ない接着剤の技術も、

ほんの一例です。 

会 社 名   サイデン化学株式会社         主な国内拠点   生産拠点 さいたま市・滋賀県日野町

代 表 者   代表取締役社長 籠島嘉隆              研 究 所 さいたま市 

資 本 金   ３００百万円                                  本  社  東京都中央区 

 創 立 年   １９４０年                                     支  店  大阪市・名古屋市      

 従 業 員 数   ２８９名                       主な海外拠点   タイ 

 年   商   １８，８０３百万円（2017 年 3月） 

 所 在 地   〒103-0023        

    東京都中央区日本橋本町 3-4-7 

別紙１



さいたま市記念総合体育館（さいたま市桜区道場４－３－１） 施設概要

記念総合体育館は、市民等を対象に誰もが安全かつ手軽にスポーツを楽しみ、参加

できる機会を提供するとともに、各種大規模大会に対応し、本市の中核的体育館とし

ての役割を担う施設です。

開 館：平成 15年 3月
規 模：地上 2階建て
建築面積：13,894．53平方メートル
延床面積：17,739．75平方メートル
駐車場：隣接施設「プラザウエスト」管理・共用

（一般用：389台・車いす利用者用：5台）
 管理者：住友不動産建物サービス・住友不動産エスフォルタ・毎日興業共同事業体

管理運営方法：地方自治法に基づく指定管理者制度を導入

指定管理期間：平成 26年 4月 1日～平成 30年３月 31日

アリーナ等の概要

・メインアリーナ： 面積 2,590㎡  観覧席 2,954席（内ロールバック 966席）
・サブアリーナ：  面積 1,170㎡  観覧席 200席
・多目的室： 面積 970㎡
・温水プール： 25m・8コース（内 4コース自動昇降装置付き）
・トレーニング室： 面積 380㎡
・フィットネススタジオ： 面積 120㎡
・弓道場： 面積 約 530㎡（近的 6人立）

利用状況

・直近３年間のメインアリーナ稼働率と施設利用者数

メインアリーナ 施設全体

利用率 利用者数

平成 26年度 82.5％ 492,175人
平成 27年度 78.6％ 496,390人
平成 28年度 76.6％ 487,246人

・主な大規模大会開催実績

女子バレーワールドグランプリ予選、Ⅴ・プレミアリーグ女子（バレー）

Ｂ３リーグ埼玉ブロンコスホームゲーム（バスケ）

日本ランキングサーキット、日本リーグ（バドミントン）

４th Indiaca World Cup in Saitama/Japan（インディアカ）
日本ハンドボールリーグ（ハンドボール） など

別紙２


